
405

参考資料　統計から見たASEANの国々

周　揚

統計から見たASEANの国々

●フレームワーク

　本参考資料はASEAN各国の経済状況やそれらの比較を行うことを目的として
いる。ここではGDPを中心に供給側，需要側，価格水準の3つの側面から各国
の経済状況を把握する。供給側では，ミクロ生産関数を借りて，潜在GDPに影
響を与える要因を分析できる。需要側では，国民経済計算の項目から需要変動の
源を捉える。価格水準は経済均衡や経済政策の効果を評価する重要な要素である。
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図13-1　GDP成長率

（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。

国内総生産（GDP）関連指標1
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図13-3　産業別（7部門）の付加価値

（出所）National Accounts - Analysis of Main Aggregates (AMA)より筆者作成。
（注）比較のため，加盟内定国の東ティモールのデータも含まれる。
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供給側の指標2
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図13-4　失業率

（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。
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（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。
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1）全要素生産性（TFP: Total Factor Productivity）は，労働と資本を効率的に組み合わせて生産物
を生み出す経済の制度的・技術的特性を測定不可能な１つの変数として包含している。具体的には，
テクノロジー，インフラ，人的資本，ビジネス環境とガバナンス，政治的および経済的安定という5
つの要素が含まれる（Lipschitz and Schadler 2019）。

（出所）Penn World Table (10.01) より筆者作成。
（注）ブルネイ，カンボジア，ミャンマー，ベトナムについてはデータがないため含まれない。
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需要側の指標3
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（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。
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（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。
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図13-9　日本の海外直接投資

（出所）日本銀行のデータベースより筆者作成。
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（出所）IMF Public finance in modern historyより筆者作成。
（注）ブルネイ，ラオス，ミャンマー，ベトナム，シンガポールはデータがないため含まれていない。
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図13-11　政府債務（ネット）対GDP比率

（出所）IMF, World Economic Outlook Database, April 2023より筆者作成。
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（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。
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図13-13　財・サービス輸出

（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。
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（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。
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（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。
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価格関連の指標4
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（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。
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（出所）Wages and Working Time Statistics（COND）databaseより筆者作成。
（注）比較のため，加盟内定国の東ティモールのデータも含まれる。ラオスは2017年。
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（出所）Bank for International Settlementsより筆者作成。
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その他の指標5
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図13-20　海外送金

（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。
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図13-21　CO2排出

（出所）World Development Indicatorsより筆者作成。

〔参考文献〕

Lipschitz, L. and S. Schadler 2019. Macroeconomics for Professionals. Cambridge University Press.

ⒸYang Zhou 2024
本書は「クリエイティブ・コモンズ・ライセンス表示-改変禁止4.0国際」の下で提供されています。
https://creativecommons.org/licenses/by-nd/4.0/deed.ja


	本扉
	本扉裏_CCライセンス表記
	まえがき
	目次
	序章
	はじめに
	第1節　成長するASEANと日本の位置づけの変化
	1-1．ASEANの成長
	1-2．日本の位置づけ

	第2節　日本経済の課題
	2-1. 賃金格差の縮小
	2-2. 新たな分野への投資
	2-3. 企業の意思決定

	第3節　本書の構成
	おわりに

	第1章
	はじめに
	第1節　インドネシア経済の概要
	1-1．アジア通貨危機以降のインドネシア経済
	1-2．インドネシア経済の特徴

	第2節　インドネシアの貿易と投資
	2-1．貿　易
	2-2．経済成長の源泉――援助から投資へ――

	第3節　投資行動の比較
	第4節　経済成長戦略――インドネシアからの視点――
	4-1．先進国を目指すビジョン2045
	4-2．グリーン経済による経済発展

	おわりに

	第2章
	はじめに
	第1節　日本とマレーシアの貿易関係
	1-1. 国別貿易額の推移
	1-2. 州別の輸出先

	第2節　日本とマレーシアの直接投資を通じた関係
	2-1. 国別直接投資額の推移
	2-2. 国別直接投資残高の推移

	第3節　マレーシアで日本のプレゼンスは低下しているか
	3-1.「 消費財」の重要性
	3-2. スマートフォン市場における日系ブランドのシェア
	3-3. 乗用車市場における日系ブランドのシェア
	3-4．意識調査に見る日本のプレゼンス

	第4節　マレーシアの外交姿勢
	4-1. 政権で変わるマレーシアの「立ち位置」
	4-2．FTA交渉に見るマレーシアの外交姿勢
	4-3．マレーシアを単純に「親日国」と呼べない歴史的経緯

	おわりに

	第3章
	はじめに
	第1節　日本は最大の援助国
	第2節　財貿易と投資が中心の二国間関係
	第3節　日本は主要な財貿易相手国
	3-1. 財貿易
	3-2. サービス貿易

	第4節　日本は主要な投資国
	第5節　圧倒的に多い在留フィリピン人永住者/定住者
	おわりに

	第4章
	はじめに
	第1節　独立以降の経済建設
	1-1．経済の基礎構造
	1-2．経済発展の軌跡と変革
	1-3．1990年代までの日本の経済的役割

	第2節　貿易の動向から見る関係性の変容
	2-1．貿易総額・内容の長期的推移
	2-2．長期の貿易総額推移における日本の位置づけ
	2-3．拡大する両国間のサービス貿易

	第3節　直接投資・固定資産投資の動向から見た関係性の変容
	3-1．直接投資残高に見る金額・セクター比重の推移
	3-2． 日本からの直接投資の位置，およびセクター別での投資残高の推移
	3-3．固定資産投資における実施額の変化から見た日本

	おわりに

	第5章
	はじめに
	第1節　タイの経済成長と貿易構造
	第2節　投資国としての日本
	第3節　キャッチアップと集積
	第4節　経済関係の変化
	おわりに

	第6章
	はじめに
	第1節　1990年代以降のベトナムの経済発展
	第2節　対外経済関係と日本の位置づけ
	2-1. 貿　易
	2-2. 直接投資
	2-3. 援　助

	第3節　産業分野における日越経済関係
	3-1. 2000年代まで
	3-2. 2010年代以降の変化

	第4節　変わるベトナム経済
	4-1. 目標と戦略
	4-2. 経済構造の変化とベトナムの課題

	おわりに

	第7章
	はじめに
	第1節　贈与を中心とした日本のラオスに対する政府開発援助
	1-1. 日本はラオスの最大の政府開発援助国
	1-2. 日本の援助の重点分野
	1-3. 日本の援助の代表的な事業

	第2節　伸び悩む有償資金協力
	2-1．援助の目的
	2-2. 投　資
	2-3. 貿　易
	2-4. 有償資金協力におけるメコン横断的視点の重要性

	第3節　人材交流の現状と可能性
	3-1. ラオスにおける労働移動
	3-2. 技能実習生を中心とした人材の交流

	おわりに

	第8章
	はじめに
	第1節　経済成長の軌跡と新段階に向けた戦略
	1-1. 経済成長の軌跡
	1-2. 新たな段階に向けた開発戦略

	第2節　援助と直接投資の展開
	2-1. 援助――社会セクター支援から経済インフラ整備へ――
	2-2. 直接投資――主要産業の発展を牽引――

	第3節　カンボジアの開発戦略から見た援助と直接投資――パートナー多角化の取り組み――
	3-1. 道路インフラ整備
	3-2. 新産業開発

	おわりに

	第9章
	はじめに
	第1節　中国の台頭と日緬経済関係
	1-1. 対外貿易と外国投資
	1-2. 政府開発援助（ODA）と海外からの送金

	第2節　日本の援助政策の変遷と対ミャンマーODA
	2-1.「 援助大国化」と第1次ODA拡大期（1970年代央～1988年）
	2-2.「 援助理念の明確化」とODA凍結期（1988～2011年）
	2-3.「 黄昏の援助大国」と第2次ODA拡大期（2012～2021年）

	第3節　「狂騒の時代」のODAの功罪
	3-1. 異例ずくめのODA再開と拡大
	3-2.「 狂騒の時代」のODAの問題点

	おわりに

	第10章
	はじめに
	第1節　ASEANの対外関係の拡大と深化
	1-1. ASEANの対外政策の基盤
	1-2. 対外関係の拡大と深化

	第2節　日本の対ASEAN経済外交の展開と制度的基盤
	2-1. 日本の対ASEAN経済外交
	2-2. 日本の対ASEAN経済外交の制度的枠組み

	第3節　日本とASEANの経済協力
	3-1. 資金協力――ASEAN事務局および関連機関への拠出金――
	3-2. 通商協力――ASEANをハブとするFTA網の構築――
	3-3. 国際金融協力
	3-4. 政策支援・政策研究協力

	おわりに

	第11章
	はじめに
	第1節　GVCの視点から見るASEANのプレゼンス
	1-1. GVCとは何か
	1-2. 付加価値貿易から見るGVCの動き
	1-3. 地域内と地域間における付加価値貿易の割合

	第2節　ASEAN諸国のGVC参加のプレゼンス
	2-1. GVCにおける付加価値の創造，移転，吸収
	2-2. 一国のGVCへの参加方式と参加度合
	2-3. ASEAN諸国のGVC参加

	第3節　付加価値創造のネットワークから見るASEAN諸国と日本との関係
	第4節　多国籍企業のFDI活動を考慮したGVC上の付加価値創造
	おわりに

	第12章
	はじめに
	第1節　日本のASEANへのODA
	第2節　メコン地域の開発と経済回廊
	第3節　IDE-GSMについて
	第4節　分析のシナリオ
	第5節　EWEC・SEC中央サブ回廊の経済効果
	5-1. EWECの経済効果
	5-2. SEC中央サブ回廊の経済効果
	5-3. 2回廊を合わせた経済効果

	おわりに

	参考資料
	執筆者一覧
	奥付



